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日頃、日本共産党の後援会活動にご理解、ご

協力いただきありがとうございます。新しい年

を迎え、一人一人の夢や希望がすこしづつでも

実現する年であってほしいと思います。わたし

たち、日本共産党後援会も「楽しく、元気よく」

をモットーにみなさんと力をあわせ、住みよい

社会をめざしてがんばります。どうぞ、今年も

よろしくおねがいします。

さてさて、とどまることなく続く安倍政治の

暴走。わたしたち国民の暮らしに大きく関わる

ような法律や制度がほとんど何も知らされない

まま、自公政権によって改悪されつづけていま

す。ＴＰＰしかり、自衛隊海外派兵しかり、そ

して沖縄問題もしかり・・・。

ことわざの中に「民は知らしむべからず、由

らしむべし」というのがあるそうです。その意

味は「政治をおこなうにあたっては、民衆に命

令して従わせるのがよく、その内容をしらせる

べきではない」ということだそうですが、いま

の安倍政治そのものですよね。そんな政治のゆ

がみ、わたしたち国民のちからで今年こそ正し

ていきましょう。

総選挙も遠からずあるでしょう。多くの市民

ともっともっと連帯の輪をひ

ろげ、あたらしい政治の波を

作り出していこうではありま

せんか。

ともにがんばりましょう。

連帯の輪をひろげ、あたらしい政治の波を
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２
０
１
６
年
は
、
私

た
ち
中
小
業
者
に
と
っ

て
２
０
１
４
年
４
月
の

消
費
税
率
８
％
増
税
後

か
ら
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
、
２
０
１
７

年
４
月
に
予
定
し
て
い

た
消
費
税
率
10
％
へ
の

引
き
上
げ
を
前
に
不
安

な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
「
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
大
震
災

の
よ
う
な
事
態
が
起
こ

ら
な
い
限
り
、
予
定
通

り
引
き
上
げ
る
」
と
し

て
４
月
の
熊
本
地
震
発

生
後
も
、
増
税
に
固
執

し
て
い
ま
し
た
が
、
７

月
の
参
議
院
選
挙
で
、

共
闘
を
強
め
る
野
党
に

敗
北
す
る
こ
と
を
恐
れ
、

２
年
半
の
増
税
延
期
を

宣
言
。
国
民
・
中
小
業

者
の
怒
り
の
声
が
、
私

た
ち
の
運
動
と
も
響
き

合
い
、
安
倍
政
権
を
追

い
込
ん
だ
結
果
で
す
。

２
０
１
７
年
は
私
た

ち
中
小
業
者
・
国
民
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年

に
す
る
た
め
に
も
民
商

を
強
く
大
き
く
し
な
け

れ
ば
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
中
小
業
者
が
立
ち

上
が
れ
ば
消
費
税
増
税

を
始
め
、
安
倍
政
権
の

悪
政
を
ス
ト
ッ
プ
出
来

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
営

業
と
生
活
守
る
た
め
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

「
安
倍
政
権
の
暴
走
ス

ト
ッ
プ
」
の
声
を
鈴
鹿

か
ら
日
本
へ
と
広
げ
ま

し
ょ
う
。

半
年
く
ら
い
前
か
ら

わ
た
し
は
落
語
が
と
て

も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
柳
家
小

三
治
さ
ん
の
「
味
噌
蔵
」

か
ら
で
す
。
車
を
走
ら

せ
な
が
ら
、
な
ん
べ
ん

「
味
噌
蔵
」
を
聴
い
た

こ
と
か
。
も
う
百
ぺ
ん

は
ゆ
う
に
越
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
な
ん
で

あ
き
な
い
ん
で
し
ょ
う
？

話
は
す
っ
か
り
わ
か
っ

て
い
る
の
に
。
と
い
う

よ
り
、
憶
え
て
い
る
か

ら
こ
そ
好
き
な
話
の
く

だ
り
を
楽
し
み
に
待
っ

て
、“

こ
こ
”
と
い
う

と
こ
ろ
で
「
フ
フ
ッ
」

と
笑
え
る
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
は
、
昔
の

大
名
人
か
ら
現
代
の
人

気
者
ま
で
た
く
さ
ん
の

落
語
家
の
噺
（
は
な
し
）

が
山
ほ
ど
あ
る
の
を
知
っ

て
、
宝
の
山
を
み
つ
け

た
気
持
ち
で
す
。
台
所

で
も
歯
磨
き
し
て
て
も
、

お
風
呂
で
も
・
・
・
ま

だ
ま
だ
当
分
、
わ
た
し

は
落
語
を
聴
き
そ
う
で

す
。
今
の
と
こ
ろ
は
や
っ

ぱ
り
小
三
治
さ
ん
が
わ

た
し
は
好
き
。
こ
ん
な

楽
し
み
に
出
会
え
て
よ

か
っ
た
。
肩
の
力
が
抜

け
て
素
直
に
な
れ
そ
う

で
す
。

わ
た
し
は
も
う
す
ぐ

還
暦
で
す
。
あ
る
先
輩

が
以
前
、
「
年
を
と
る

と
恐
い
も
の
が
な
く
な

る
」
と
笑
っ
て
い
ま
し

た
。
恐
い
も
の
が
な
く

な
る
の
か
・
・
・
わ
た

し
は
年
を
と
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

「暴走ストップ」の声を鈴鹿から日本へ

鈴鹿民商 事務局長 前田崇訓

桜島 谷口礼子

去年の

年男

年女

今
年
３
月
で
定
年
を
迎

え
、
４
月
か
ら
は
短
時
間

の
「
再
任
用
」
の
予
定
で

す
。
今
ま
で
の
無
理
が
た

た
っ
た
の
か
、
体
の
あ
ち

こ
ち
に
ガ
タ
が
来
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
少
し
で

も
自
由
に
な
る
時
間
を
使
っ

て
「
リ
ハ
ビ
リ
」
や
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
に
取
り
組

み
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
に
専
念
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
作
詞
・
作
曲
を
再

開
し
、
い
ろ
ん
な
場
所
で

発
表
で
き
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
あ
、
そ
の
前

に
合
唱
団
す
い
す
い
ご
ん

ぼ
の
「
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
こ

ん
さ
あ
と
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
４
」

を
成
功
さ
せ
な
く
っ
ち
ゃ
。

３
月
２
６
日
（
日
）
楠
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。
合
唱
、
「
森

２
中
」
の
デ
ュ
オ
、
ピ
ア

ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
、

そ
し
て
僕
の
ギ
タ
ー
の
弾

き
語
り
と
い
う
４
部
構
成

で
、
こ
れ
ま
で
の
３
回
と

も
、
「
来
て
み
て
よ
か
っ

た
！
」
と
い
う
感
想
が
い
っ

ぱ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。

人
生
、
や
っ
ぱ
り

楽
し
く
活
動
し
て
、
多
く

の
人
を
喜
ば
せ
ら
れ
た
ら
、

そ
れ
が
一
番
の
幸
せ
で
す
。

共
産
党
後
援
会
も
、
そ
う

あ

り

た

い

で
す
ね
。

作詞・作曲を再開するぞ

中学校教師・ときどきシンガー

ソングライター 道家 桂
年男

私

時
間
と
気
持
ち
に
余
裕
を
も
つ
。

自
分
が
し
た
い
こ
と
を
す
る
。

匠

魚
釣
り
に
行
き
た
い
。

千
歩

公
園
に
行
き
た
い
。

幸
成

日
本
語
を
覚
え
る
！

夜
は
起
き
な
い
！
！

今年の抱負

磯山のリカさん

2017年
の抱負

わたしは年をとるのが楽しみ
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奈良・古代史ハイキングで

リフレッシュ

はじめの一歩

はしづめ圭一の

市議会に送り出していただいて１年９ヶ月、

あっという間に丸２年を迎えようとしていま

す。年４回の市議会定例会ごとに市政だより

「話の種」を作り、６号まで発行しました。皆

さんのご支援に感謝します。

議会、生活相談、学習・調査活動と忙しい

日々のなかで、ずっと続けているのは、２ヶ

月に１回の奈良方面の古代史ハイキング年５

回と、夏の山歩き温泉２泊旅行。

春の山辺の道や吉野山は何度でも歩きたい、

歴史を体感できる古代から続く道ですね。

昨年１１月には、明日香村で９月にオープ

ンしたキトラ古墳壁画体験館「四神館」を見

学。近鉄吉野線・壺阪山駅→キトラ古墳→高

松塚古墳→欽明天皇陵→丸山古墳→明日香駅

と歩いてきました。

キトラ古墳壁画体験館では、実物の壁画の

保管・展示室で、見学者はガラス越しに壁画

を見ることができます。また、キトラ古墳発

見の経緯や極彩色の壁画の修復作業を紹介し

たパネル、映像などが見られるようになって

いて、見応えがあり、興味深いものでした。

入館無料もうれしく、お勧めできるキトラ

古墳「四神館」です。

古代史ハイキングメンバーは４名ですが、

時には１人２人飛び入り参加もあります。そ

して、１０時から１６時くらいまで歩いたあと

の懇親会のお酒は、また格別に美味しいです

ね。近鉄百貨店橿原店７階のビアレストラン

から二上山に沈む夕日を眺めながらのビール

最高でした。同店が普通のレストランになっ

たため最近は、近鉄大和八木駅近くの美食酒

房が定番になってきました。日本酒と刺身が

美味しいお店です。

奈良・古代史ハイキングで心身ともにリフ

レッシュしながら、今年も議員活動に全力で

がんばります。よろしくお願いします。

（鈴鹿市議会議員 橋詰圭一）

明日香・キトラ古墳を歩く

夏の山歩きも大好きですが、なかなか晴天に恵まれません。写真は２０１４年８月の立山
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私が好きでよく見るテレビ番組に、土曜夜

のＮＨＫ「ブラタモリ」があります。タモリ

さんが全国のいろんな町に出かけて、その土

地にどのように町が出来たのか、大昔の地層

がどうなっていたのか、などを歩きながら探っ

ていきます。

昨年の秋に訪れた京都の紅葉の名所・北野

天満宮を歩いていると、「御土居」と書かれ

た看板が立っていました。「あ、これブラタ

モリで見たぞ」と思い出しました。見事な紅

葉が生い茂る土手が、実は豊臣秀吉が京都の

都市改造のために周囲に巡らした、人工の土

塁だったのです。今はほとんど残っていませ

んが、京の都は高い御土居にグルリと囲まれ

ていたのです。なるほど、これがお土居かと

あちこち眺めて回りました。「ブラタモリ」

は勉強になり、旅を楽しくさせます。

この番組を見て思うのは、どんな都市や観

光地、自然景観も、昔から先人たちが地形や

水利、災害対策などを考えながら、人の役に

立つよう作り上げてきた歴史があるというこ

とです。

そして次に思うのは、今の日本に作られて

きた「原子力発電所」や、これから作ろうと

している「リニア新幹線」などは、果たして

後世に残る財産になるだろうかということで

す。人は原子力や超電導リニアの技術を手に

入れましたが、その使用が人のためになるか

は別問題です。原発は、悲惨な事故でもう結

論が出ているのに「再稼働」、リニアは、ま

ともな検討もなく見切り発車しかけています。

ここでストップさせなければ、歴史に大きな

汚点を残すことになります。

（鈴鹿市議会議員 石田秀三）

石田 秀三の

「ブラタモリ」は勉強

になります

かけある記

北野天満宮の御土居で

羽黒山にて（１１月） 亀山市三寺町のコスモス畑（１０月） Ｃバス新車両のお披露目（９月）

八ヶ岳登山（８月）
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１２月１１日の「しんぶん赤旗」で「関大、

軍事研究拒む」の記事を見つけて心が躍り吸

いつけられるように記事を読みました。

１年間ほどの議論を通じて得た結論として

①防衛装備品に応用できる研究テーマに補助

金を出す防衛装備庁の進める「安全保障技術

研究推進制度」に申請を認めない。

②他大学の申請に共同研修者として参画する

ことも認めない。

③国内外の軍事防衛を所管する公的機関から

の研究費などの資金は受け入れない。

④企業からの受託研究などについては、その

研究内容が軍事防衛目的である場合は、研究

費を受け入れない方針を決めたとあります。

久々に心が震えるほどの感動を覚え、自然に

涙が滲みました。大学などは今安倍政権によっ

て運営費を締め付けられ、軍事開発に協力し

なければ研究が成り立たない状況をつくりだ

されている中で、財政的に研究の道を狭めら

れることを覚悟のこの決定は本当にうれしい

出来事でした。多くの大学がこのような姿勢

を持っていただけることを心から願っていま

す。研究者の皆さんの誇りが「研究は人のし

あわせにつながるものに」の強い思いを持っ

て頑張ってくれることを願いたいです。そし

て関西大学のような学校こそ平和を願うみん

なで応援していきたいものです。

（鈴鹿市議会議員 森川ヤスエ）

研究者の良心に感動！！

こころに夢を

森川ヤスエの

帰宅すると直径４５cmもあるターサイと

さつまいも､柚子､レモンがおいてくれて

ました。ありがたいです。（12月18日）

とっておいたプレゼントのリボ

ンと弁当包みのハンカチを使っ

て簡単なリース。（12月12日）

しんふじんまつりで手作りファッ

ションショー｡わたしは着物のリフォー

ムで参加しました｡ （12月12日）

私のおすすめ 簡単レシピ

①大根 １kg（皮をむいて短冊切り）

塩 ３０ｇ

②砂糖 ８０ｇ

酢 ５０ｃｃ

みりん 大さじ１杯

柚子 １～２個

・大根に塩をして、２～３時間おいてか

ら軽く絞る。

・柚子の皮を薄くむき（ピーラーが簡単！）、

果肉も絞り、砂糖・酢・みりんと混ぜる

・絞った大根を②であえて、半日ほど置

くと美味しくなります

ゆず大根 自由ヶ丘 桑原千香子

大根・柚子が美味しい季節です。作ってみて下さい！
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編集後記

▼
鈴
鹿
市
後
援
会
だ

よ
り
新
春
号
は
初
の
業

者
印
刷
、
素
適
な
写
真

が
巻
頭
と
巻
末
を
飾
っ

て
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
印

刷
の
効
果
抜
群
で
す
▼

年
末
に
は
後
援
会
の
事

業
活
動
と
し
て
リ
ン
ゴ

の
販
売
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
86
袋
の
お
買
い

上
げ
、
そ
し
て
約
２
万

円
の
収
益
▼
収
益
金
は

後
援
会
だ
よ
り
の
印
刷

代
な
ど
今
後
の
活
動
に

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
▼
共
産
党
は

次
期
衆
院
選
の
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
候
補
に
中

野
た
け
し
氏
を
決
定
し

ま
し
た
▼
も
と
む
ら
さ

ん
、
島
津
さ
ん
に
続
く

３
人
目
の
候
補
で
す
。

三
重
県
か
ら
初
の
国
会

議
員
誕
生
に
向
け
と
も

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

▼
中
野
た
け
し
さ
ん
も

参
加
す
る
「
新
春
の
つ

ど
い
」
（
１
月
28
日

鈴
鹿
市
文
化
会
館
）
を

み
な
さ
ん
で
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
い
。
２
０
１

７
年
の
た
た
か
い
の
出

発
の
日
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
よ
）

【
作
者
コ
メ
ン
ト
】

写
真
が
趣
味
の
妻
に
誘
わ
れ
て
時
々
撮
影
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。
こ
れ

は
奈
良
の
室
生
山
上
公
園
で
撮
っ
た
一
枚
で
す
。
私
自
身
も
で
す
が
、
日

本
も
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
歩
み
な
が
ら
、
希
望
に
は
程
遠
い
道
を
歩
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「紆余曲折―曲がりくねった道を歩めば、希望にたどり着くのだろうか」

投
稿
写
真

コ
ー
ナ
ー

撮
影
場
所
／
室
生
山
上
公
園
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古本バザーにご協力下さい

「新春のつどい」では古本バザーを行います。読み終えた本、でも捨てるにはちょっと忍びない、そんな本をお

持ちの方ぜひご提供ください。ご連絡いただければ引き取りにうかがいます。 後援会事務局

２００４年の参院選挙で国政候補となって以

来、苦しい闘いを強いられた時も変わらず日本

共産党を応援し続け、支えて下さった皆さんと

ともに歩んできました。切りひらかれた新しい

時代が始まる中、野党と市民の共闘の前進と、

衆院比例東海ブロックで東海４県共同の宝の議

席をさらに増やす挑戦に、皆さんとご一緒に力

を尽くします。

衆院比例・中野たけし

(党三重県北勢地区委員長)

ごあいさつ 中野たけし


